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特別装護者人ホーム ブィラトせア知立
ケ ア  ハ  ウ  ス
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設
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1月7日,3日知立神社に初者に行つて
きました。

特別韓凝をAホ ーム
『たは～外,!』

『佃は～内!!』
みなさん何

をお願いし

たのかな?

テイヤービス 2月8日デイサ
ービスにて行なわれ

たレクリエーションの様子です☆

☆点数の書か

れた空き缶や
ペットボトル☆

『上手く側れるか |

な??

☆職員も楽しく

参加します☆

ケP′ ウヽス  手 3T5うどん実績
1月16日ケアハウスにて『手打ちうどん実演』を行ないましたす
「今回のお昼ど顔はうどんです !!Jそ れも自分達で作つた
うどんですよぉ～ !!

』
回
‘
ヨＳ鞠

知立神社へ初

詣に行って来ま
した。

今年も良い年で

あ ります よう
1こ! !

時 あ―

行きますょ―

宮さあ～ん』



1 法人全体アンケー ト結果

顧客満足度調査時に皆様から寄せられたご意見に対する回答 く一部抜岸)

《特奏事業部Ⅲ

OI以前にもお願いしたのですが 衣月段を入れるのこ1出 しのタンスにしてましいと思います。
A:新しいうンス=入れ替えます ご迷惑をおかけいたしますが 3うしまらくお侍ちください。

01面会時にゆつくりできる場所があるとまい 例えま有料の喫茶施設のようなもの。
A:2陪は 廊下にテーブルとイスを 9陪は新たに面会室を作りました。喫茶施設は検討いたしましたが

設置は見送らせていただきました。申し訳ありませんが 飲料の自販機をご舟用下さい。

《ヘルバー事業部〉
01ベル′卜の仕事がどこまで出来るか教えて欲しい

Aiサービス内容の説明が不十分であつた事をお詫び致します 介横保険ヘルパーのサービス提供でき

る内容 できない内容の用紙を各ご利用者様卵 人フアイルこ魅らせて頂きました。今後も疑間点

寺ございましたらお教えください 担当者が直接ご説明に多ります

電ケ7ハウス事業部》

0イ 聞いたと に対して返答がおいのでは と 感じる」
「良いことはよい 藩 いことは悪t とヽは,きり言つて紋しい」
AI申 し釈どさいません 今後 ご利用者機への応対に関する職員教育を行ない 職員の資賞向上

に努めて参ります

法人全体アンケート結果
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居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業部には介護に関する経験豊富なケア
マネジャーが配置されております。

こ宅介護の値みをお聞かせいただき 状況や希望に応して
ホームヘルバーやデイサービス等のサービスの紹介や介護
に関する相談に応じさせていただいております。そういつたサ
ービスを利用するためのケアプランの作成や介護保険にお
ける各種申章(要介護認定等)の代行手続きが主な仕事にな
ります。

現在 あらたにケアマネジャーを増員し、新規のご利用者様
も受付しておりますので どうぞお気軽にご連絡下さい。
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このようなことてお憎"の方は
ますr3電高くださぃ
ケアヤネシャー■ ご相いこのらせ
ていたたきます

※相訣に費用はかかりません

担当  節 末

●― , 簾 4 - 4 - ● - 6 費 ●― 感― 縁 ―

減が
イ荘ムヘル理 プぜ編集後記

立春も過言 春の陽気が嬉しいこの頃
ですが 皆様いかがおすごしでしょうか。
さて、そろそろひな祭り卒業式 入学
式とお子さんをお持ちの方は行事が詰ま
つて忙しいことでしょうなb

インフルエンすも流行の兆しが と 言
うことですので うがい 手洗いの励行を

お忘れなく、お過ごし下さいませ。

皆様の、ご意見 ご提案等ございまし

ら どしどじお申し出くださいますようお
ボランティア募集
ヴイラトピア知立 ワンズヴィラ池煙鮒で

ボランティアをしてみませんか

ホームヘルパーは、お客様からの「信頼」「責心」が

得られなければ戌り立たない仕事です。
ヘルバーが各家庭を訪間し 介護サービス 生活

援助サービス 予防サービスを提供させて頂いており
ます。「安心 安全なサービスJ「ヘルパー全員が同じ

質の高いサービスJを提供するために、介設技術の

向上 医学知識を学ぶ研修 実習への参カロヘルパ
ー勉強会では ガイドヘルプ(視覚 三度悩性)補神

障害ヘルプ 調理師など専門分野の資格を取得して
いるヘルパーが互いに講師になり自己研鎮に励んで

います。
これからも

“
いたわり
'を
モットとにお客さまの生

活リズムを大切にした
・
温かい介護

"を
心がけて参り

ます。
ヘルパーの仕事について知りたい方、こ宅介護で

お檀みの方 お気軽にご相設ください。

担当  庄 司

①ネJ用者の話し相手
②レクリエーションの手伝いなど

担当 同本までお電話ください。

電話番号 0566-83-1020

O介 緩に行き話まってしまい

どうしたら良いか分からない

Ott「E保険のサービスを利用す
るにはどうすれば良いの?

毬!奇1=

存
接
■

玲

お
ご寄付ありがとうございましたb

多くのご家族様 業者様 入所者の宮様

更にはショートステイやデイサービス ヘル
パーをご利用の営様からのお心尽くしを頂

戴しておりますこと、厚くお|じ申し上げますも

今回力ヽら ご芳名を省略させていただきま

すので、お願い致します。

轟 4 - や 韓 。― ・ ― 。一 1 饉 , い ヽ 義 ● 的 ●~

在宅介護支援センター

知ユ市には、知立老人保値施設内と特別奏護老人ホームほほえみの里内、そし

てヴイラトピア知立の3ヶ所に地域型在宅介護支援センターがありますも

ヴイラトピア知立こ宅介護支援センターは竜北中学校区を中心に対応させていた

だいております。

在宅介護支援センターは知立Ⅲより奏託を受け、関係機関との連携を図りながら

地域の方々がご自宅で安心して幕らせるように 介護 介護予防争に関する身近な

相設窓日として活動を行なつております。

主な事業内容は、

1総合相談… 身近な相談な口として様々な生活上の相談に応じます。

2実態把握… 地域の65才 以上の方が、ま心して暮らせるよう見守ります。

3転抑骨折予防教室の開催

4家族介護者教室の開催

5地域のネットワーク作り

などおくあります。

今年度から介護予防に力が入り 来年度は夏に活動を行なつていくことになつてお

ります。分護予防に関心のある方は一度ご連絡ください。

相談は電話 訪関 来所などで対応しております。お気軽にご相訣ください。

また、介護者教室の開催も行なつております。皆様 是非き参加ください。
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願い致します。


